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可能人数を算出するために、UBVI（Usable Building Volume Index）とVDF（Volume Determination Factor）
を組み合わせたユニークな手法を考案し、実証分析に適用したことは特筆される。現地で丹念なフィールドワ
ークを実施し、GIS分析で得られた解釈を補強したことも評価できる。 
GIS やリモートセンシングの技術と空間解析手法を融合させ、大量な非集計データを円滑に処理し空間可
視化したことは注目に値し、本論文のオリジナリティを高めている。本論文で構築した分析枠組には汎用性が
認められる。他の津波常襲地域にも応用が可能であり、本論文は学問的な貢献が大きいと考えられる。国際的
にも重要な研究である。
平成31年１月31日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
